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❶より安全な作業をするた
め伐倒もペアを組んで行う。
倒す方向に一人立ってもら
い、伐倒者は倒す角度を確
認・調整する　❷「特に大き
い木のときは一人より二人
の目で確認したほうが確実
です」と森林技術員の藤田泰
氏さん（左）

9.5ヘクタールの利用間伐現場で約50年のスギを伐倒
する、藤田泰氏さん。「作業はいつも慎重に慎重を重ね
て。事故を起こさないことも大切ですし、丁寧に伐ると
切り口もきれいに仕上がります」

熟
練
の
職
人
技
を
継
承
す
る

”南
蒲
ブ
ラ
ン
ド
“を
誇
り
に

❷ ❶

　
平
成
２
年
に
加
茂
市
森
林
組
合
、
田
上
町
森
林

組
合
、
下
田
村
森
林
組
合
が
合
併
し
、
翌
年
に
旧

三
条
市
を
地
域
編
入
し
た
南
蒲
原
森
林
組
合
。森

林
技
術
員
は
17
人
。
森
林
整
備
事
業
を
中
心
に
受

託
・
買
い
取
り
林
産
も
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
日
、
訪
れ
た
の
は
加
茂
市
下
土
倉
地
区
の

利
用
間
伐
現
場
。
森
林
技
術
員
二
人
が
ペ
ア
を
組

み
、一
人
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
倒
、一
人
は
伐
倒
す

る
付
近
を
整
備
し
、
別
の
角
度
か
ら
伐
倒
方
向
を

確
認
し
て
調
整
の
指
示
を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
丁
寧
で
確
実
な
伐
倒
が
危
険
防
止
と
と
も
に
仕

上
げ
の
美
し
さ
を
誇
る
”南
蒲
ブ
ラ
ン
ド“
を
生
み

出
す
。熟
練
の
職
人
が
多
く
い
た
時
代
か
ら
の
伝
統

の
技
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
。生
産
性
を
上
げ

る
た
め
に
は
作
業
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
や
高
性
能

林
業
機
械
の
活
用
も
重
要
だ
が
、組
合
で
は
機
械

化
に
頼
り
す
ぎ
な
い
、経
験
と
技
を
い
か
し
た
”南

蒲
ブ
ラ
ン
ド“
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。「
こ
の
地

域
は
、農
業
が
メ
イ
ン
で
山
は
資
産
保
有
の
観
点
が

大
き
か
っ
た
の
か
、資
源
は
豊
富
な
の
に
森
林
整
備

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
山
主
さ
ん
に
管
理
を
呼
び
掛
け

て
い
き
た
い
」
と
組
合
長
の
名
古
屋
金
市
さ
ん
。
今

後
も
伝
統
を
守
り
な
が
ら
森
林
整
備
に
取
り
組
む
。

❶

❷

❸

❶伐倒後に枝払いと玉
切りを行う、森林技術員
の坪谷武志さん　❷尺
棒を持って玉切りする指
導員の珊瑚正三さん　
❸手間を掛けて手入れ
をしてきた山は良い材
を生み出す
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〜
大
自
然
の
中
で
、

　プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち
〜

緑
の
担
い
手

［年齢 : 36歳　林業経験 : 19年目］

坪谷 武志 さん

TSUBOYA TAKESHI

チ
ー
ム
仕
事
は
信
頼
が
大
切

　
林
産
の
班
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。
来
年
で
こ
の
仕
事
を
始
め
て
20

年
に
な
る
と
は
自
分
で
も
驚
き
ま
す
。
５
年
目
く
ら
い
か
ら
技
術

を
覚
え
、い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
面
白
く

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
を
見
て
、
若
い
人
た
ち
が

育
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
チ
ー
ム
で
の
仕
事
は
何
で
も
話

せ
る
信
頼
関
係

が
な
い
と
事
故

を
起
こ
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ

る
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

［年齢 : 43歳　林業経験 : 18年目］

藤田 泰氏 さん

FUJITA YASUSHI

特
殊
伐
採
の
名
人
を
目
指
す
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01 加茂市

事業体Data

住所／加茂市大字下高柳字出戸1番地1
電話／0256-53-0080
設立／平成2年　資本金／6,280万円　
従業員数／23人（森林技術員17人）
勤務時間／8:00～17:00　主な勤務地／加茂市、三条市ほか
主な従事業務内容／森林整備、受託林産・買い取り林産

　常に安全作業と技術を両立でき
る組合にしようとスタッフに話して
います。今後も丁寧な仕事と伝統の
技を伝えていきたいですね。林業に
関わる者としては「30年後に地域の
山が老木ばかりになってしまうので
は…」と危機感を持っています。今
はコツコツと森林整備を進めていく
しかないですが、森林組合の存在価
値が問われていると思います。

南蒲原森林組合 組合長  名古屋 金市さん事業主コメント

南蒲原森林組合
❶この地域で利用されてきた「カニ」と呼ばれる木登り用
刃物を靴に巻いて木に登る。「昇柱器は木を突き刺して昇
りますがカニは軽く足を上げると刺さる感じで木も傷めな
いし、登りやすいです」　❷安全帯を巻き、腰にチェーン
ソーを下げて木に登る藤田さん　❸４本のツメを持つ
「カニ」。引退した職人さんからゆずってもらった　❹左
から総括部長の吉田敏雄さん、森林技術員の藤田泰氏さ
ん、坪谷武志さん、指導員の珊瑚正三さん

❶

❷

❸❹

　
辛
い
仕
事
も
多
い
で
す
が
、
先
輩
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
や
っ

て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
き
た
結
果
が
す
ぐ
見
て
分

か
る
こ
と
が
林
業
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
班
長
と
し
て
特

殊
伐
採
を
担
当
し
て
、後
輩
た
ち
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。
私
が

組
合
に
入
っ
た
当
時
は
特
殊
伐
採
が
盛
ん
で
、
卓
越
し
た
技
術
を

持
っ
た
名
人
が

い
ま
し
た
。私

も
そ
ん
な
名
人

を
目
指
し
た
い
。

特
殊
伐
採
で
新

潟
県
ナ
ン
バ
ー

１
に
な
り
た
い

で
す
。
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